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は 

じ 

め 

に

　

幕
末
福
井
の
橋
本
左
内（
天
保
五
年〈
一
八
三
四
〉～
安
政
六
年〈
一
八
五
九
〉）

は
、
福
井
城
下
の
常
盤
町
に
、
藩
医
を
勤
め
る
父
長
綱
と
母
梅
尾
の
長
男
と
し

て
生
ま
れ
た
。
城
下
の
北
西
辺
り
、
南
北
に
走
る
北
陸
道
沿
い
の
下
呉
服
町
か

ら
、
東
に
折
れ
た
東
西
の
町
並
み
が
常
盤
町
で
、
橋
本
家
の
屋
敷
は
通
り
の
北

側
に
位
置
し
て
い
た（

（
（

。
こ
の
場
所
で
左
内
は
、
両
親
と
天
保
二
年
生
ま
れ
の
姉

烈
子
、
同
十
二
年
生
ま
れ
の
次
弟
綱
維
、
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
生
ま
れ
の

末
弟
綱
常
と
共
に
暮
ら
し
た
。

　

明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
の
町
名
改
正
に
よ
り
、
常
盤
町
は
大
和
上
町
の
一

部
と
な
り
（
改
正
時
の
戸
数
は
三
五
）、
昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
に
春

山
町
の
一
部
、
同
四
十
二
年
か
ら
は
春
山
二
丁
目
の
一
部
と
な
っ
て
い
る（

（
（

。

　

現
在
、
生
誕
地
周
辺
は
閑
静
な
住
宅
地
で
、
民
地
の
一
角
に
左
内
の
〝
産
湯

の
井
〟
と
伝
え
る
井
戸
（
傍
ら
に
大
正
十
三
年
〈
一
九
二
四
〉
十
一
月
八
日
刻

銘
「
常
盤
の
井
」
の
標
石
が
建
つ
）
が
現
存
し
て
い
る
。
他
に
も
「
橋
本
左
内

宅
跡
」
の
石
標
や
「
御
物
啓
発
録
」
の
石
碑
（
昭
和
三
十
年
三
月
十
一
日
刻
銘
）

な
ど
が
あ
り
、
毎
年
四
月
十
一
日
に
は
、「
橋
本
左
内
先
生
顕
彰
会
」（
会
長
は

福
井
市
長
）
に
よ
っ
て
生
誕
祭
（
祭
典
委
員
長
は
福
井
市
春
山
公
民
館
長
）
が

営
ま
れ
て
い
る（

（
（

。

　

と
こ
ろ
で
、
人
々
が
〝
生
誕
地
〟
と
伝
え
る
、
言
わ
ば
記
憶
の
空
間
は
、
い

つ
ど
の
よ
う
に
生
ま
れ
、
受
け
継
が
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
見
、
そ
こ

は
古
く
か
ら
の
記
憶
を
留
め
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
少
な
く
と
も
安
政

元
年
（
一
八
五
四
）
六
月
の
城
下
の
大
火
、
明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
三

月
の
橋
北
大
火
、
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
七
月
の
福
井
空
襲
、
同
二
十
三

年
六
月
の
福
井
地
震
に
よ
っ
て
、
そ
の
面
影
は
失
わ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
視
座
か
ら
生
誕
地
を
捉
え
、
若
干
の
考
察
を
試
み
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
戦
震
災
以
降
に
つ
い
て
は
、
不
明
な
点
も

少
な
く
な
い
こ
と
か
ら
割
愛
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

橋
本
左
内
の
生
誕
地
に
関
す
る
一
考
察

西　

村　

英　

之
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写真１　生誕地の現況（東側から撮影）

写真２　同（北側から撮影。手前が「常盤の井」と標石〈裏面〉）
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一　

生
誕
地
の
表
示

　

橋
本
左
内
の
生
誕
地
に
お
い
て
、
そ
の
表
示
が
大
々
的
に
な
さ
れ
た
の
は
、

明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
）
三
月
に
建
立
さ
れ
た
、「
景
岳
先
生
生
誕
之
地
」

（
福
井
県
知
事
中
村
純
九
郎
揮
毫
）
の
石
標
を
も
っ
て
嚆
矢
と
す
る
（
現
存
し

て
い
な
い
）。
郷
土
史
の
先
覚
、
山
田
秋
甫
編
『
橋
本
左
内
言
行
録
』（
橋
本
左

内
言
行
録
刊
行
会
、
昭
和
七
年
〈
一
九
三
二
〉）
に
、
山
田
が
「
歿
後
の
光
栄
」

と
し
て
紹
介
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、

　
　

�

本
件
は
春
山
小
学
校
長
五
十
嵐
均
平
氏
が
担
当
斡
旋
し
て
完
成
し
た
の
で

あ
る
。
中
村
氏
は
同
月
二
十
八
日
（
明
治
四
十
五
年
三
月
―
引
用
者
注
）、

広
島
県
知
事
に
栄
転
し
た
が
、
世
人
の
始
め
て
石
標
建
立
に
目
を
注
ぐ
や

う
に
な
つ
た
の
は
、
実
に
此
の
栄
転
後
で
あ
つ
た
。

と
あ
っ
て
、
石
標
の
建
立
は
春
山
小
学
校
長
五
十
嵐
均
平
（
明
治
八
年
～
昭
和

四
十
二
年
）
の
担
当
斡
旋
に
よ
る
も
の
と
し
て
い
る
。

　

当
時
、
春
山
小
学
校
（
正
し
く
は
福
井
市
春
山
尋
常
小
学
校
）
は
春
山
上
町

に
あ
っ
て
、生
誕
地
の
北
約
三
二
五
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
位
置
し
て
い
た
（
現
、

田
原
二
丁
目
二
の
春
山
公
園
内
に
旧
校
舎
の
碑
が
あ
る
。
郊
外
の
現
在
地
に
移

転
し
た
の
は
昭
和
十
六
年
）。
校
長
は
、
明
治
四
十
一
年
七
月
十
日
に
着
任
し

た
松
原
富
で
、
五
十
嵐
で
は
な
い（

（
（

。

　

五
十
嵐
は
、
生
誕
地
に
近
い
春
山
下
町
に
住
ん
で
い
た
が
（
現
、
春
山
一
丁

目
三
、
生
誕
地
の
北
東
約
一
七
五
メ
ー
ト
ル
）、
明
治
四
十
年
四
月
八
日
に
広

島
高
等
師
範
学
校
へ
訓
導
と
し
て
赴
任
し
、
続
く
同
四
十
四
年
十
一
月
十
日
か

ら
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
四
月
五
日
ま
で
の
間
、
京
都
市
内
の
小
学
校
で
訓

導
や
校
長
と
し
て
教
員
生
活
を
送
っ
た
の
で（

（
（

、
建
碑
に
深
く
関
わ
る
状
況
に
は

無
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
一
方
の
中
村
純
九
郎
（
嘉
永
六
年
〈
一
八
五
三
〉
～
昭
和
二
十
二
年
）
は
、
明

治
四
十
年
十
二
月
二
十
七
日
に
福
井
県
知
事
に
就
任
し
、
同
四
十
五
年
三
月

二
十
八
日
に
広
島
県
知
事
に
転
じ
た
の
で（

（
（

、山
田
の
記
述
に
矛
盾
は
見
ら
れ
な
い
。

　

そ
れ
で
は
、
松
原
が
建
碑
を
担
当
斡
旋
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
、
そ

の
動
機
や
背
景
を
探
る
た
め
、
左
内
の
在
世
中
か
ら
建
碑
ま
で
に
お
け
る
、
生

誕
地
の
景
観
変
化
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　

橋
本
家
の
屋
敷
は
、
左
内
が
江
戸
遊
学
中
の
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
六
月

十
三
日
、
福
井
城
下
の
大
火
で
類
焼
し
た
。
父
長
綱
は
二
年
前
に
他
界
し
て
お

り
、
心
配
し
た
親
戚
が
左
内
を
呼
び
戻
す
よ
う
母
梅
尾
に
勧
め
た
が
、
息
子
の

修
学
を
中
断
す
る
に
忍
び
な
い
と
し
て
こ
れ
に
応
じ
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ
の

後
、
屋
敷
は
修
築
や
建
替
え
等
が
行
わ
れ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
の
詳
細
は
明

ら
か
で
な
い（

（
（

。

　

ま
た
、
類
焼
し
た
年
の
十
月
、
姉
烈
子
が
鯖
江
藩
士
木
内
左
織
の
許
へ
嫁

す
と
と
も
に（

（
（

、
同
六
年
十
月
の
左
内
刑
死
後
は
、
末
弟
の
綱
常
が
慶
応
二
年

（
一
八
六
六
）
に
福
井
藩
剣
術
師
範
鰐
淵
三
郎
兵
衛
の
娘
操
子
を
嫁
と
し
て
迎

え
る
な
ど
、
家
族
構
成
に
も
変
化
が
見
ら
れ
る
。
操
子
は
義
兄
の
綱
維
と
一
家

同
棲
し
、
義
兄
を
大
旦
那
、
夫
を
若
旦
那
と
呼
ん
で
暮
ら
し
た
が
、
綱
維
は
三

年
目
に
別
家
し
て
足
羽
山
へ
転
居
し
た
。
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）、
綱
常
が

大
阪
の
兵
部
省
軍
事
病
院
医
官
に
任
命
さ
れ
る
と
、
操
子
も
翌
四
年
に
同
地
へ

転
居
し
、
さ
ら
に
同
年
十
月
、
同
病
院
の
東
京
移
転
に
伴
っ
て
綱
常
が
上
京
す

る
と
、
操
子
も
翌
五
年
春
に
上
京
し
た（

（
（

。
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そ
の
後
、
生
誕
地
に
は
明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
十
月
に
、
真
宗
大
谷
派

の
専
念
寺
が
照
手
下
町
よ
り
移
転
し
て
き
て
い
る（
（（
（

。
明
治
以
降
の
家
族
の
動
静

に
は
一
々
触
れ
な
い
が
、
母
梅
尾
は
同
五
年
春
か
ら
東
京
で
綱
常
一
家
と
暮
ら

し
、同
十
五
年
六
月
十
六
日
に
没
し
て
い
る
の
で
、そ
の
こ
と
が
寺
地
に
変
わ
っ

た
大
き
な
要
因
で
も
あ
ろ
う（

（（
（

。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
生
誕
地
の
景
観
は
一
変
し
た

が
、
門
の
脇
（
東
側
）
に
は
な
お
、
通
り
に
面
し
て
左
内
の
居
室
で
あ
っ
た
と

伝
え
る
土
蔵
が
遺
存
し
、
わ
ず
か
に
面
影
を
留
め
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
も

同
三
十
五
年
三
月
の
橋
北
大
火
で
姿
を
消
し
た（

（（
（

。

　

こ
の
大
火
で
は
、
三
月
三
十
日
の
午
前
三
時
三
十
分
に
市
内
の
佐
佳
枝
中
町

（
現
、
順
化
一
丁
目
）
で
発
生
し
た
火
災
が
、
折
か
ら
の
南
東
の
風
（
北
陸
の

春
特
有
の
フ
ェ
ー
ン
現
象
）
に
煽
ら
れ
て
市
内
の
広
範
囲
に
拡
大
し
た
。
生
誕

地
周
辺
に
も
及
び
、
翌
朝
七
時
頃
に
は
春
山
尋
常
小
学
校
の
本
校
舎
が
類
焼
し

て
い
る（

（（
（

。

　

以
上
の
よ
う
な
景
観
変
化
を
踏
ま
え
た
上
で
、
改
め
て
建
碑
の
動
機
を
考
え

る
と
、
そ
の
時
点
で
は
何
よ
り
も
生
誕
地
の
表
示
が
優
先
さ
れ
た
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
四
年
前
、
明
治
四
十
一
年
七
月
七

日
に
専
念
寺
で
執
り
行
わ
れ
た
、
大
和
区
（
旧
大
和
上
町
を
中
心
と
す
る
居
住

区
）
有
志
に
よ
る
左
内
五
十
年
祭
で
あ
る（

（（
（

。

　

詳
細
は
明
ら
か
で
な
い
も
の
の
、
午
後
一
時
か
ら
春
山
尋
常
小
学
校
職
員
・

児
童
も
参
拝
し
て
い
る
。
恐
ら
く
、
没
後
五
十
年
を
き
っ
か
け
と
し
て
建
碑
の

計
画
が
持
ち
上
り
、
校
長
は
じ
め
地
元
有
志
に
よ
っ
て
知
事
へ
の
揮
毫
依
頼
が

な
さ
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
七
月
七
日
時
点
の
校
長
は
、
松

原
富
の
着
任
直
前
に
在
籍
し
て
い
た
加
藤

作
（
明
治
三
十
四
年
八
月
二
十
九

日
着
任
）
で
あ
る（

（（
（

。

　
　
　

二　

橋
本
家
に
よ
る
旧
邸
図
の
作
成

　

生
誕
地
に
石
標
が
建
立
さ
れ
た
頃
、
東
京
の
橋
本
家
で
は
、
常
盤
町
に
あ
っ

た
屋
敷
の
平
面
図
（
以
下
、「
旧
邸
図
」
と
称
す
。）
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
橋

本
綱
常
の
妻
と
し
て
、
左
内
刑
死
後
の
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
に
橋
本
家
へ

嫁
い
だ
操
子
が
、
当
時
の
記
憶
を
も
と
に
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
手
法

は
、
操
子
が
外
孫
（
政
子
の
子
）
の
信
太
郎
に
口
述
し
な
が
ら
描
か
せ
、
そ
れ

を
図
面
が
書
け
る
人
に
依
頼
し
て
清
書
さ
せ
て
い
る
。
後
に
、
左
内
の
伝
記
や

関
係
書
籍
に
も
掲
載
さ
れ
、
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た（

（（
（

。

　

外
孫
の
信
太
郎
と
は
、
の
ち
の
中
国
文
学
者
で
随
筆
家
の
奥
野
信
太
郎
（
明

治
三
十
二
年
〈
一
八
九
九
〉
～
昭
和
四
十
三
年
〈
一
九
六
八
〉）
の
こ
と
で
、

昭
和
三
十
六
年
の
『
歴
史
読
本
』
に
掲
載
さ
れ
た
随
筆
「
ひ
と
つ
の
図
面
」（
随

筆
集
『
中
庭
の
食
事
』
論
創
社
、
一
九
八
二
年
所
収
）
に
、
中
学
時
代
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
。
同
じ
く
『
中
庭
の
食
事
』
所
収
「
わ
が
十
代

の
思
い
出
」（
昭
和
三
十
二
年
二
月
十
六
日
付
毎
日
新
聞
）
に
、

　
　

�

ぼ
く
は
中
学
時
代
の
全
部
を
下
町
に
住
み
、
下
町
の
中
学
に
通
っ
て
く
ら

し
た
。
も
っ
と
く
わ
し
く
い
え
ば
、
浅
草
左
衛
門
町
に
住
み
当
時
神
田
淡

路
町
に
あ
っ
た
開
成
中
学
に
学
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

と
あ
り
、
当
時
は
私
立
東
京
開
成
中
学
校
に
在
校
し
て
い
た
。

　

旧
邸
図
の
作
成
時
期
は
定
か
で
な
い
が
、
信
太
郎
の
入
学
年
齢
を
十
三
歳
、

修
学
年
数
を
五
年
と
し
た
場
合
で
は
、
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
～
大
正
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図１ 　旧邸図（『景岳橋本左内遺墨帖』より引用作成）
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四
年
（
一
九
一
五
）
の
間
の
出
来
事
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
操
子
が
四
六

～
五
〇
歳
の
頃
で
、す
で
に
義
兄
の
綱
維
は
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
六
月
、

義
姉
の
烈
子
は
同
三
十
五
年
十
月
、
夫
の
綱
常
は
同
四
十
二
年
に
そ
れ
ぞ
れ
他

界
し
て
い
る
の
で
、
橋
本
家
の
身
内
で
は
操
子
が
屋
敷
の
詳
細
を
知
る
唯
一
の

存
在
で
あ
っ
た（
（（
（

。

　

当
時
、
信
太
郎
は
毎
週
土
曜
日
に
「
品
川
の
八
ツ
山
か
ら
京
浜
電
車
に
の
り

か
え
て
、
浜
川
の
祖
母
の
隠
居
所
に
泊
ま
り
に
い
っ
た
」（「
ひ
と
つ
の
図
面
」）

が
、
あ
る
日
、
操
子
の
口
述
に
従
っ
て
図
面
を
描
く
こ
と
と
な
り
、
物
差
し
と

鉛
筆
を
持
っ
て
紙
に
向
か
っ
た
。
そ
の
時
の
様
子
を
「
ひ
と
つ
の
図
面
」
で
は
、

次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。

　
　

�　

祖
母
は
ぼ
く
の
手
も
と
を
み
な
が
ら
、
門
の
右
手
に
土
蔵
、
玄
関
横
に

井
戸
が
ひ
と
つ
、
邸
の
裏
に
用
水
堀
と
い
っ
た
よ
う
に
一
々
指
図
す
る
。

ぼ
く
は
指
図
さ
れ
る
と
お
り
、
寸
法
を
計
り
な
が
ら
一
間
を
三
分
だ
か
五

分
だ
か
の
わ
り
あ
い
に
し
て
図
を
ひ
い
て
い
っ
た
。
図
だ
け
で
は
な
く
、

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
文
句
も
メ
モ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

�　
「
そ
の
土
蔵
の
お
二
階
が
左
内
さ
ん
の
お
書
斎
に
な
っ
て
い
た
。
ひ
ろ

さ
は
十
畳
…
…
」

　
　

�　

ぼ
く
は
母
屋
の
外
、
門
側
の
土
蔵
の
な
か
で
、
本
を
読
ん
だ
り
詩
を
つ

く
っ
た
り
し
て
い
る
左
内
の
す
が
た
を
想
像
す
る
。

　

す
な
わ
ち
、
本
図
は
三
十
数
年
前
の
操
子
の
記
憶
を
基
に
し
た
、
言
わ
ば
イ

メ
ー
ジ
図
と
言
え
る
。
操
子
は
図
面
の
完
成
を
大
層
喜
び
、「
そ
の
図
面
を
複

製
し
て
は
、
あ
っ
ち
こ
っ
ち
に
配
っ
た
」（「
ひ
と
つ
の
図
面
」）
と
い
う
。

　

そ
れ
ら
が
、
生
誕
地
の
有
志
の
手
元
に
も
届
い
た
の
か
定
か
で
は
な
い
が
、

前
出
『
橋
本
左
内
言
行
録
』
に
山
本
匡
輔
（
旧
福
井
藩
士
・
医
師
）
は
、「
橋

本
旧
邸
の
図
面
」
と
題
し
て

　
　

�

橋
本
旧
邸
ノ
図
面
ハ
安
政
元
年
七
月
、
大
火
ノ
類
焼
以
後
ノ
家
屋
図
ニ
シ

テ
、
春
山
小
学
校
校
長
ノ
発
意
ニ
テ
、
先
生
産
湯
ノ
井
戸
ヲ
修
復
セ
ル
ト

同
時
ニ
、
在
東
京
未
亡
人
ノ
記
憶
ヲ
喚
起
セ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ガ
、

と
記
し
て
い
る
。
産
湯
の
井
戸
の
修
復
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
大
正
十
四
年

（
一
九
二
六
）
の
こ
と
で
、
校
長
は
五
十
嵐
均
平
で
あ
る
か
ら
、
五
十
嵐
が
在
東

京
未
亡
人
の
操
子
に
旧
邸
図
の
作
成
を
働
き
か
け
た
と
す
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。

　

し
か
し
、専
念
寺
に
お
け
る
左
内
没
後
五
十
年
祭
や
「
景
岳
先
生
生
誕
之
地
」

石
標
の
建
立
な
ど
、
生
誕
地
の
動
向
を
考
え
併
せ
る
と
、
作
図
の
動
機
が
単
な

る
懐
古
で
は
な
く
、
地
元
有
志
の
熱
意
に
よ
っ
て
作
図
さ
れ
た
可
能
性
も
否
定

で
き
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

あ
る
い
は
、
東
京
に
お
け
る
左
内
の
顕
彰
団
体
「
景
岳
会（

（（
（

」
に
よ
る
、『
橋

本
左
内
全
集
』（
全
一
冊
）
の
出
版
（
明
治
四
十
一
年
六
月
）
が
呼
び
水
に
な
っ

た
と
も
言
え
な
く
は
な
い
が
、
も
と
も
と
同
書
へ
の
掲
載
を
目
的
に
作
図
さ
れ

た
も
の
で
は
な
い
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、本
図
に
よ
っ
て「
左
内
が
生
れ
そ
し
て
育
っ
て
い
っ
た
代
々

の
福
井
に
お
け
る
医
家
橋
本
の
古
い
邸
内
の
雰
囲
気
が
ほ
ぼ
見
当
が
つ
け
る
よ

う
に
な
っ
た
」（「
ひ
と
つ
の
図
面
」）
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
。
そ
れ
は
、
生

誕
地
側
か
ら
す
れ
ば
、
誰
も
が
景
観
と
は
無
関
係
に
左
内
の
生
ま
れ
育
っ
た
邸

内
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
新
た
な
記
憶
と
し
て
継
承
す
る

に
値
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

　

後
年
、
奥
野
は
昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）
の
夏
、
夫
人
と
共
に
初
め
て
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六
十
八
巻
二
号

福
井
市
を
訪
れ
、
生
誕
地
に
立
ち
寄
っ
た
。「
ひ
と
つ
の
図
面
」
に
は
、

　
　

�
も
は
や
か
つ
て
の
邸
址
全
域
は
、
人
家
が
た
て
こ
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
。

　
　

�　

ぼ
く
は
ふ
と
祖
母
が
ぼ
く
に
描
か
せ
た
図
に
、
裏
の
境
界
が
用
水
の
流

れ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
思
い
だ
し
た
。
な
る
ほ
ど
い
ま
で
も
邸
の
境
界

と
お
ぼ
し
き
あ
た
り
に
溝
が
流
れ
、
小
さ
な
石
の
橋
が
か
か
っ
て
い
る
。

そ
こ
ま
で
が
邸
内
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
か
な
り
の
ひ
ろ
さ
で
あ
っ
た
わ

け
だ
。
午
後
の
灼
け
つ
く
よ
う
な
日
光
の
な
か
で
、
ぼ
く
は
感
慨
ぶ
か
く

い
つ
ま
で
も
そ
こ
に
た
た
ず
ん
で
い
た
。

と
回
想
し
て
い
る
。「
人
家
が
た
て
こ
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
」現
実
空
間
に
立
っ

て
、
旧
邸
図
と
い
う
疑
似
空
間
に
浸
り
な
が
ら
、「
感
慨
ぶ
か
く
い
つ
ま
で
も

そ
こ
に
た
た
ず
ん
で
い
た
」
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　

三　

井
戸
の
修
復
と
保
存

　

明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
三
月
の
橋
北
大
火
に
よ
り
、
専
念
寺
の
門
脇

に
遺
存
し
て
い
た
左
内
ゆ
か
り
の
土
蔵
が
焼
失
し
、
そ
の
十
年
後
、
同
地
に
生

誕
地
を
示
す
石
標
が
建
立
さ
れ
た
こ
と
は
、
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

　

左
内
の
面
影
を
留
め
る
建
物
が
失
わ
れ
た
こ
と
で
、
生
誕
地
に
対
す
る
人
々

の
関
心
も
薄
れ
て
い
っ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
境
内
の
片
隅
に
眠
る
古
井
戸
に
着
目
し
、
こ
れ
に
光
を

当
て
た
の
は
、
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
十
二
月
十
二
日
か
ら
同
十
五
年
・

昭
和
元
年
十
二
月
末
日
ま
で
の
間
、
春
山
尋
常
小
学
校
の
校
長
を
務
め
た
五
十

嵐
均
平
で
あ
る（

（（
（

。『
景
岳
会
小
史
』（
景
岳
会
、
昭
和
十
年
）
に
、
大
正
十
三
年

（
一
九
二
四
）
十
一
月
八
日
の
皇
太
子
殿
下
福
井
行
啓
に
お
け
る
記
念
事
業
の

一
つ
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
見
え
て
い
る
。

　
　

�

福
井
市
立
春
山
小
学
校
長
五
十
嵐
均
平
氏
は
、
景
岳
先
生
の
旧
邸
址
、
今

は
専
念
寺
境
内
に
在
る
先
生
産
湯
の
井
戸
を
保
存
修
築
し
、
之
を
不
朽
に

伝
へ
ん
が
為
め
、
関
係
有
志
者
と
相
謀
り
、
種
々
尽
力
の
末
、
遂
に
翌
年

三
月
十
五
日
を
以
て
、
其
竣
成
を
告
げ
た
。

　

こ
の
「
先
生
産
湯
の
井
戸
」
と
は
、
橋
本
家
に
よ
る
旧
邸
図
作
成
の
際
、
操

子
の
口
述
に
「
門
の
右
手
に
土
蔵
、
玄
関
横
に
井
戸
が
ひ
と
つ（

（（
（

」
と
あ
る
、
玄

関
横
の
井
戸
を
指
す
。
橋
北
大
火
後
は
焼
損
も
あ
っ
て
か
、
地
元
の
者
で
さ
え

そ
の
存
在
を
知
る
者
は
少
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

春
山
尋
常
小
学
校
で
は
、
行
啓
記
念
事
業
の
取
り
組
み
と
同
時
に
創
立
五
十

年
を
迎
え
、
大
正
十
五
年
六
月
に
『
春
山
教
育
五
十
年
史
』
を
刊
行
し
て
い
る

の
で
、
こ
れ
に
よ
り
事
業
の
概
要
を
見
て
お
き
た
い（

（（
（

。

　

本
事
業
で
は
、「
産
湯
の
井
」と
伝
え
る
井
戸
を
修
復
し
、そ
れ
を「
常
盤
の
井
」

と
命
名
す
る
と
と
も
に
、
傍
ら
に
「
常
盤
の
井
の
標
石
」（
大
正
十
三
年
十
一

月
八
日
〈
福
井
行
啓
日
〉
の
刻
銘
）
を
設
置
し
た
。
そ
し
て
標
石
に
つ
い
て
は
、

同
十
四
年
三
月
十
五
日
午
後
一
時
か
ら
、「
春
山
教
育
会
、
春
山
青
年
会
、
春

山
同
窓
会
連
合
会
」
の
主
催
で
、
関
係
者
が
石
引
き
し
な
が
ら
専
念
寺
境
内
へ

運
び
入
れ
、
そ
の
際
の
「
石
ひ
き
の
歌
」
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

　
　

一
、
目
で
た
め
で
た
、
常
盤
の
井
戸
よ
、
建
て
る
し
る
べ
の　

こ
の
巌
。

　
　

二
、
め
で
た
め
で
た
、
常
盤
の
井
戸
よ
、
水
は
汲
め
と
も　

尽
き
ず
。

　

ま
た
、
当
日
祝
い
と
し
て
、「
東
京
市
橋
本
家
よ
り
金
五
圓
」
が
贈
ら
れ
て

お
り
、
橋
本
家
の
賛
意
を
得
た
も
の
で
も
あ
っ
た
。
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石
引
き
を
共
同
開
催
し
た
春
山
教
育
会
は
、
も
と
も
と
区
民
八
名
が
「
春

山
小
学
区
子
弟
教
育
の
完
成
を
企
図
せ
ん
と
斡
旋
尽
力
」
し
、
明
治
二
十
六
年

（
一
八
九
三
）
に
発
足
し
た
春
山
校
区
の
教
育
関
係
団
体
で
、
発
足
当
初
の
会
員

数
は
一
七
九
名
、校
長
の
萩
原
文
平
が
会
長
を
務
め
た
。大
正
十
三
年（
一
九
二
四
）

に
は
、
会
員
数
が
名
誉
会
員
二
五
八
・
特
別
会
員
一
五
・
通
常
会
員
二
二
五
と

増
加
し
、
こ
れ
に
今
回
、
青
年
会
や
同
窓
会
連
合
会
が
加
わ
っ
て
石
引
き
が
行

わ
れ
た
。
行
啓
記
念
と
し
て
、
春
山
校
区
挙
げ
て
の
一
大
行
事
で
あ
っ
た
が
、

校
長
と
し
て
の
五
十
嵐
の
責
任
は
、
殊
の
ほ
か
大
き
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

五
十
嵐
の
人
物
に
つ
い
て
、
後
任
の
吉
田
利
修
の
回
想
「
前
校
長
五
十
嵐
均
平

先
生
」（
春
山
百
年
史
編
纂
委
員
会
編
『
春
山
百
年
史
』
福
井
市
春
山
小
学
校
・

創
立
百
年
事
業
委
員
会
、
昭
和
五
十
一
年
〈
一
九
七
六
〉
所
収
）
に

　
　

�

学
習
指
導
教
育
課
程
の
改
善
に
努
力
研
究
せ
ら
れ
、
研
究
授
業
や
名
士
の

講
演
会
等
を
催
し
、
教
育
者
に
有
益
な
る
刺
激
を
与
え
ら
れ
、
教
育
の
進

展
を
計
ら
れ
た
。
又
保
護
者
が
家
庭
に
於
て
も
児
童
教
育
に
一
層
努
力
す

る
よ
う
に
各
種
の
会
合
を
催
さ
れ
、
教
師
と
保
護
者
と
の
接
触
の
機
会
を

造
ら
れ
た
。
保
護
者
会
、
野
球
後
援
会
等
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

と
あ
っ
て
、
熱
心
な
教
育
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
既
述
の
と
お
り
、

五
十
嵐
の
春
山
尋
常
小
学
校
着
任
前
の
出
来
事
で
あ
る
、
石
標
の
建
立
や
橋
本

家
に
よ
る
旧
邸
図
の
作
成
を
も
、す
べ
て
五
十
嵐
の
尽
力
に
よ
る
も
の
と
す
る
、

『
橋
本
左
内
言
行
録
』（
前
出
）
の
記
述
ぶ
り
か
ら
し
て
も
、
五
十
嵐
が
井
戸
の

修
復
と
保
存
に
、い
か
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
か
を
物
語
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
に
よ
っ
て
人
々
の
記
憶
を
呼
び
覚
ま
し
、
境
内
の

片
隅
に
放
置
さ
れ
て
い
た
井
戸
が
、〝
左
内
の
産
湯
の
井
戸
〟
と
し
て
後
世
に

語
り
継
が
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

そ
し
て
、
そ
の
後
も
地
元
で
は
、
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
六
月
十
一
日
に

専
念
寺
に
お
い
て
百
年
祭
の
斎
行
と
遺
墨
及
び
関
係
書
籍
等
の
展
観
が
行
わ
れ

る
な
ど
、
左
内
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た（

（（
（

。

　

し
か
し
な
が
ら
、
皇
太
子
殿
下
福
井
行
啓
の
記
念
事
業
と
し
て
整
備
さ
れ
た

生
誕
地
は
、
同
二
十
年
七
月
十
九
日
深
夜
の
福
井
空
襲
に
よ
っ
て
被
災
し
た
。

Ｂ

－

29
爆
撃
機
一
二
七
機
に
よ
る
八
一
分
間
に
及
ぶ
爆
撃
は
、
市
中
心
部
に
位

置
す
る
福
井
城
址
の
北
西
付
近
を
中
心
に
、
半
径
一
・
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
範

囲
に
及
び
、
八
六
五
ト
ン
の
焼
夷
弾
が
投
下
さ
れ
た
。
市
街
地
の
損
壊
率
は
、

八
四
．
八
パ
ー
セ
ン
ト
（
米
軍
評
価
）
と
さ
れ
る（

（（
（

。

　

生
誕
地
は
、
福
井
城
址
の
北
西
地
点
（
内
堀
の
北
西
角
）
か
ら
西
北
西
方
向
へ

約
五
七
五
メ
ー
ト
ル
し
か
離
れ
て
お
ら
ず
、
被
害
の
大
き
さ
が
想
像
で
き
よ
う
。

　

さ
ら
に
は
、
復
興
途
上
に
あ
っ
た
同
二
十
三
年
六
月
二
十
八
日
午
後
四
時

十
三
分
、
丸
岡
町
（
現
、
坂
井
市
丸
岡
町
）
を
震
源
と
す
る
福
井
地
震
（
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
一
、
最
大
震
度
六
）
に
よ
っ
て
、
福
井
市
は
再
び
甚
大
な
被

害
を
被
っ
た（

（（
（

。

　

専
念
寺
に
つ
い
て
は
、
福
井
県
総
務
部
文
書
学
事
課
発
行
の
『
福
井
県
宗
教

法
人
名
簿（

（（
（

』
に
、所
在
地
「
福
井
市
春
山
２
丁
目
」、代
表
役
員
「
荷
葉
《
は
す
ば
》

賢
正
、
登
記
年
月
日
「
Ｓ
28
．
９
．
１
」
と
見
え
て
お
り
、
昭
和
四
十
二
年

（
一
九
六
七
）
一
月
一
日
現
在
の
名
簿
で
は
、住
所
が
「
大
安
寺
町
江
上
」（
現
、

福
井
市
江
上
町
）
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
福
井
市
仏
教
会
発
行
『
福
井
市
寺

院
名
簿
』（
同
四
十
三
年
三
月
十
三
日
発
行
）
で
は
「
昭
和
二
十
年
戦
震
災
後

不
詳
」
と
し
て
い
る
。
戦
震
災
に
よ
っ
て
、
生
誕
地
の
景
観
は
再
び
変
貌
す
る
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こ
と
と
な
っ
た
。

　

現
在
、
生
誕
地
に
足
を
運
ぶ
と
、「
産
湯
の
井
戸
」
と
「
常
盤
の
井
の
標
石
」

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
石
製
の
井
戸
枠
は
造
り
替
え
た
も
の
か
ど
う
か
判
然

と
し
な
い
が
、
標
石
は
火
熱
を
受
け
て
黒
く
変
色
し
、
ひ
び
割
れ
な
ど
も
あ
っ

て
補
修
の
痕
が
認
め
ら
れ
る（

（（
（

。

　

二
度
の
災
害
を
被
り
な
が
ら
も
、左
内
を
想
起
さ
せ
る
唯
一
の
遺
構
と
し
て
、

再
び
井
戸
の
修
復
・
保
存
に
着
手
し
た
の
は
誰
な
の
か
、
必
ず
し
も
明
ら
か
で

は
な
い
。
寺
地
か
ら
民
地
へ
と
変
わ
る
中
で
、
土
地
所
有
者
の
特
段
の
理
解
と

協
力
に
支
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
が
、
そ
こ
に
は
、
生
誕
地

を
強
く
意
識
し
、
井
戸
を
守
り
伝
え
よ
う
と
す
る
人
々
の
強
い
意
志
さ
え
感
じ

ら
れ
る
。

　

生
誕
地
に
立
っ
て
、
旧
邸
図
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
時
、
屋
敷
の
位
置
関
係
や

凡
そ
の
規
模
、
間
取
り
な
ど
の
見
当
が
つ
く
の
も
、
こ
の
井
戸
が
旧
邸
図
の
基

準
点
で
も
あ
る
か
の
よ
う
に
、
現
に
存
在
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
で
あ
ろ
う
。
も

ち
ろ
ん
、
戦
震
災
後
の
復
興
計
画
に
基
づ
く
道
路
整
備
に
お
い
て
、
新
し
く
舗

装
し
直
さ
れ
た
生
誕
地
前
の
東
西
の
通
り
が
、
ほ
ぼ
旧
藩
時
代
と
位
置
的
に
変

わ
っ
て
い
な
い
こ
と
や
、
屋
敷
裏
の
用
水
が
、
現
在
も
目
に
見
え
て
流
れ
て
い

る
こ
と
も
、
理
解
を
助
け
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
井
戸
の
修
復
と
保
存
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
「
左
内
の
産
湯
の

井
戸
」
と
し
て
進
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
と
は
別
に
、
医
家

に
備
え
ら
れ
た
井
戸
と
し
て
、
そ
の
用
途
に
目
が
向
け
ら
れ
る
こ
と
は
無
か
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
橋
本
家
に
よ
る
旧
邸
図
作
成
の
際
、
操
子
が
本
井

戸
に
つ
い
て
「
在
方
か
ら
診
察
を
う
け
に
く
る
お
百
姓
さ
ん
た
ち
が
足
を
洗
う

た
め
の
も
の
」
と
口
述
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（「
ひ
と
つ
の
図
面
」）。

　

旧
邸
図
に
よ
っ
て
、
井
戸
の
場
所
を
再
確
認
し
て
お
こ
う
。
橋
本
家
の
門
か

ら
屋
敷
へ
入
る
と
、
正
面
に
母
屋
の
玄
関
が
見
え
、
門
の
右
脇
、
す
な
わ
ち
東

側
に
土
蔵
が
あ
る
。
玄
関
に
向
か
っ
て
進
み
、
土
蔵
を
過
ぎ
る
と
右
手
に
井
戸

が
見
え
て
く
る
。
そ
こ
は
玄
関
の
す
ぐ
外
側
（
南
東
側
）
で
、
在
方
か
ら
の
来

訪
者
（
患
者
）
は
、
こ
こ
で
足
を
洗
い
、
玄
関
（
六
畳
）
か
ら
左
手
（
南
西
側
）

に
張
り
出
し
た
「
薬
局
」
に
通
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

旧
邸
図
に
は
、
そ
の
旨
の
注
記
が
な
い
の
で
、
操
子
の
口
述
内
容
が
ど
こ
ま

で
一
般
に
伝
わ
っ
た
の
か
判
然
と
し
な
い
。
現
に
、
福
井
に
お
い
て
も
、
こ
の

点
に
言
及
し
て
い
る
も
の
は
無
い
よ
う
で
あ
る（

（（
（

。

　

旧
邸
図
を
見
る
と
、
母
屋
の
「
台
所
」
に
も
井
戸
が
一
つ
確
認
で
き
る
（
丸

に
〝
井
〟
の
印
が
付
さ
れ
て
い
る
）。
北
側
に
「
湯
殿
」
が
あ
る
の
で
、
生
活

水
を
賄
う
た
め
の
井
戸
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
し
か
し
、
左
内
の
産

湯
に
使
わ
れ
た
水
は
玄
関
外
の
井
戸
で
汲
ん
だ
と
伝
え
て
い
る
の
で
、
ど
こ
を

産
室
と
し
た
の
か
、
母
梅
尾
の
出
産
を
考
え
る
上
で
も
興
味
深
い
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、「
左
内
の
産
湯
の
井
戸
」
と
し
て
修
復
・
保
存
に
力
を

入
れ
て
き
た
こ
と
が
、
結
果
と
し
て
戦
震
災
を
乗
り
越
え
、
今
日
に
受
け
継
が

れ
た
と
も
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
　
　

四　

書
籍
に
よ
る
生
誕
地
の
紹
介

　

奥
野
の
随
筆
「
ひ
と
つ
の
図
面
」
に
、
操
子
が
完
成
し
た
旧
邸
図
を
複
製
し

て
「
あ
っ
ち
こ
っ
ち
」
に
配
布
し
た
の
で
、
そ
の
後
「
左
内
の
伝
記
そ
の
他
の
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橋
本
左
内
の
生
誕
地
に
関
す
る
一
考
察

巻
頭
に
、
よ
く
そ
の
図
面
が
掲
載
さ
れ
た
も
の
を
み
か
け
る
。」
と
あ
る
。
伝

記
そ
の
他
、
関
係
書
籍
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
は
、
世
間
の
注
目
を
集
め
た

だ
け
で
な
く
、
生
誕
地
の
記
憶
を
世
間
に
広
め
、
永
く
後
世
に
伝
え
る
上
で
格

好
の
伝
達
手
段
を
得
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

そ
こ
で
、
戦
前
に
刊
行
さ
れ
た
左
内
関
係
書
籍
の
内
、
旧
邸
図
に
言
及
し
て

い
る
も
の
を
取
り
上
げ
る
と
、
管
見
の
限
り
次
の
と
お
り
で
あ
る
（
初
出
・
刊

行
順
）。

　

一　

�

滋
賀　

貞
『
偉
大
な
る
青
年　

橋
本
左
内
』
口
絵
、
武
蔵
野
書
院
、
昭

和
三
年
（
一
九
二
八
）。

　

二　

�

山
本
匡
輔
「
橋
本
旧
邸
の
図
面
」（
山
田
秋
甫
編
『
橋
本
左
内
言
行
録
』

所
収
。
橋
本
左
内
言
行
録
刊
行
会
、
昭
和
七
年
）。
図
版
無
し
。

　

三　

景
岳
会
『
橋
本
景
岳
全
集
』
口
絵
、
昭
和
十
四
年
。

　

四　

�「
橋
本
家
の
宅
址
と
常
磐
の
井
」
写
真
と
解
説
（
景
岳
会
『
景
岳
橋
本

左
内
遺
墨
帖
』
所
収
、
昭
和
十
八
年
）。

　

同
じ
く
、
産
湯
の
井
戸
（
常
盤
の
井
）
に
つ
い
て
も
確
認
す
る
と
、
次
の
と

お
り
で
あ
る
（
初
出
・
刊
行
順
）。

　

イ　

�

滋
賀　

貞
『
偉
大
な
る
青
年　

橋
本
左
内
』
口
絵
、
武
蔵
野
書
院
、
昭

和
三
年
。

　

ロ　

�

山
田
秋
甫
「
常
盤
の
井
戸
」（
山
田
秋
甫
編
『
橋
本
左
内
言
行
録
』
所
収
。

橋
本
左
内
言
行
録
刊
行
会
、
昭
和
七
年
）。
図
版
無
し
。

　

ハ　

景
岳
会
『
景
岳
会
小
史
』
口
絵
、
昭
和
十
年
。

　

ニ　

滋
賀　

貞
『
景
岳　

橋
本
左
内
』
口
絵
、
武
蔵
野
書
院
、
昭
和
十
年
。

　

ホ　

景
岳
会
『
橋
本
景
岳
全
集
』
口
絵
、
昭
和
十
四
年
。

　

へ　

�「
橋
本
家
の
宅
址
と
常
磐
の
井
」
写
真
と
解
説
（
景
岳
会
『
景
岳
橋
本

左
内
遺
墨
帖
』
所
収
、
昭
和
十
八
年
）。

　

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
を
大
別
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

【
伝
記
】

　

①　

�

滋
賀　

貞
『
偉
大
な
る
青
年　

橋
本
左
内
』
口
絵
、
武
蔵
野
書
院
、
昭

和
三
年
。
…
…
（
旧
邸
図
・
産
湯
の
井
戸
）

　

②　

�

山
田
秋
甫
編
『
橋
本
左
内
言
行
録
』。
橋
本
左
内
言
行
録
刊
行
会
、
昭

和
七
年
。
図
版
無
し
。
…
…
（
旧
邸
図
・
産
湯
の
井
戸
）

　

③　

�

滋
賀　

貞
『
景
岳　

橋
本
左
内
』
口
絵
、
武
蔵
野
書
院
、
昭
和
十
年
。

…
…
（
産
湯
の
井
戸
）

【
史
料
】

　

④　

�

景
岳
会
『
橋
本
景
岳
全
集
』
口
絵
、
昭
和
十
四
年
。
…
…
（
旧
邸
図
・

産
湯
の
井
戸
）

　

⑤　

�

景
岳
会
『
景
岳
橋
本
左
内
遺
墨
帖
』、
昭
和
十
八
年
。
…
…
（
旧
邸
図
・

産
湯
の
井
戸
）

【
そ
の
他
】

　

⑥　

�

景
岳
会
『
景
岳
会
小
史
』
口
絵
、
昭
和
十
年
。
…
…
（
産
湯
の
井
戸
）

　

す
な
わ
ち
、山
田
秋
甫
編『
橋
本
左
内
言
行
録
』（
②
）を
除
け
ば
、滋
賀
貞（
①

③
）
及
び
景
岳
会
（
④
⑤
⑥
）
の
著
作
刊
行
物
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
に
刊
行
さ
れ
た
、
滋
賀
の
『
偉
大
な
る
青
年　

橋

本
左
内
』（
①
）
は
、「
若
い
人
達
を
前
に
置
い
て
御
話
す
る
積
に
な
つ
て
書
い

た
」（「
巻
頭
に
一
言
」）
青
少
年
向
け
の
伝
記
で
あ
る
。
口
絵
に
六
枚
の
図
版

を
載
せ
、「
橋
本
左
内
先
生
像
」（
佐
々
木
長
淳
画
）、「
左
内
先
生
筆
蹟
」
に
続
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い
て
三
番
目
に
「
常
盤
の
井
（
先
生
産
湯
の
井
）」（
写
真
）、
四
番
目
に
「
先

生
居
宅
平
面
図
（
↓
が
先
生
の
書
斎
）」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
五
番
目
に
「
先

生
三
條
實
萬
公
に
入
説
の
図
（
實
萬
公
翁
巻
物
の
一
部
）」、
六
番
目
に
「
左
内

先
生
の
墓（
福
井
善
慶
寺
内
））。本
書
は
、五
年
後
に
増
補
改
訂
版
が
出
さ
れ
た
。

　

同
じ
く
『
景
岳　

橋
本
左
内
』（
③
）
は
、前
著
（
①
）
を
基
に
増
補
改
訂
し
、

左
内
の
正
伝
と
し
て
一
般
向
け
に
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
口
絵
に
は
、
常

盤
の
井
の
写
真
が
あ
っ
て
、「
常
盤
の
井
（
左
内
産
湯
の
井
戸
に
し
て
福
井
市

大
和
上
町
専
念
寺
境
内
に
在
り
）」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
旧
邸
図
は
掲
載
さ

れ
て
い
な
い
。

　

刊
行
年
の
昭
和
十
年
は
、
左
内
の
生
誕
百
年
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、
東
京
日

本
橋
の
百
貨
店
白
木
屋
で
は
、
景
岳
会
主
催
の
展
覧
会
「
橋
本
左
内
先
生
生
誕

百
年
記
念
展
覧
会
」
が
文
部
省
後
援
の
も
と
で
開
催
さ
れ
た
。
橋
本
左
内
と
い

う
人
物
に
多
く
の
関
心
が
集
ま
っ
た
年
で
あ
り（

（（
（

、
本
書
も
時
機
を
得
た
好
著
と

し
て
、
昭
和
十
六
年
ま
で
に
七
版
を
重
ね
た
。

　

な
お
、
景
岳
会
主
催
の
展
覧
会
は
、
祭
壇
及
び
十
一
の
展
示
区
か
ら
構
成
さ

れ
て
お
り
、
展
示
総
数
二
九
四
件
を
数
え
た
。
そ
の
内
、
生
誕
地
関
係
で
は
第

二
区
「
景
岳
先
生
の
生
誕
及
幼
少
時
代
（
一
歳

－

十
五
歳
）」
に
、「
一
五　

先

生
旧
宅
の
図　

一
枚　

藜
園
会
蔵
」「
一
六　

常
盤
井
の
写
真
、
及
び
記
（
先

生
産
湯
の
井
戸
）　

一
枚　

五
十
嵐
均
平
氏
蔵
」「
一
七　

同
拓
本　

一
枚　

同
」

の
三
点
が
出
品
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。

　

こ
こ
で
、
著
者
の
滋
賀
貞
に
つ
い
て
少
し
ふ
れ
て
お
き
た
い
。
前
掲
『
偉
大

な
る
青
年 

橋
本
左
内
』（
①
）
の
「
三
、
幼
少
時
代
」
に
、
自
ら
次
の
よ
う
に

記
し
て
い
る
（
た
だ
し
、
ル
ビ
は
省
略
）。

　
　

�

私
の
生
ま
れ
た
家
は
鍵
町
と
い
つ
て
、
幅
二
間
位
の
芝
原
用
水
と
い
ふ
小

川
を
隔
て
ゝ
、
先
生
の
住
ま
れ
た
常
磐
町
に
接
し
て
ゐ
ま
し
た
か
ら
、
云

は
ゞ
背
中
合
せ
に
住
ん
で
ゐ
ま
し
た
。
そ
れ
に
先
生
の
幼
少
の
頃
、
祖
父

の
小
林
弥
十
郎
に
書
を
習
ひ
に
来
ら
れ
ま
し
た
し
、
私
の
父
は
先
生
と
同

年
で
あ
つ
て
自
然
親
し
く
交
つ
た
や
う
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
子
供
の
時
分

ち
よ
い
〳
〵
先
生
の
話
を
聞
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

滋
賀
は
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
十
二
月
、
滋
賀
有
作
の
次
男
と
し
て
福
井

市
春
山
下
町
（
旧
鍵
町
。
現
、
春
山
二
丁
目
）
に
生
ま
れ
た（

（（
（

。
鍵
町
は
常
盤
町

の
北
に
隣
接
し
、
同
じ
く
北
陸
道
沿
い
の
下
呉
服
町
か
ら
、
東
に
折
れ
た
東
西

の
町
並
み
で
あ
る（

（（
（

。
祖
父
の
小
林
弥
十
郎
（
享
和
三
年
〈
一
八
〇
三
〉
～
明
治

十
四
年
）
は
、
福
井
藩
の
右
筆
と
し
て
活
躍
し
た
人
物
で
、
左
内
の
幼
少
期
の

師
で
も
あ
っ
た（

（（
（

。

　

ま
た
、
滋
賀
が
生
ま
れ
て
四
半
世
紀
の
間
は
、
専
念
寺
と
な
っ
た
左
内
の
生

誕
地
に
、
左
内
の
居
室
と
伝
え
る
土
蔵
が
遺
存
し
て
お
り
、
左
内
を
身
近
に
感

じ
ら
れ
る
環
境
に
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
滋
賀
自
身
も
父
親
な
ど
か
ら
左

内
の
逸
話
を
聞
い
て
育
ち
、「
叔
父
さ
ん
で
ゞ
も
あ
る
や
う
な
親
み
を
持
ち
乍

ら
先
生
に
対
し
て
景
慕
の
念
を
懐
い
て
ゐ
ま
し
た
」（
①
「
巻
頭
に
一
言
」）
と

記
し
て
い
る
。

　

そ
の
後
、同
二
十
九
年
に
福
井
中
学
を
首
席
で
卒
業
し
、第
四
高
等
学
校
（
金

沢
市
）
を
経
て
東
京
帝
国
大
学
に
入
学
し
、
国
史
学
を
学
ん
だ
。
卒
業
後
は
、

同
三
十
七
年
か
ら
同
四
十
二
年
ま
で
奈
良
県
畝
傍
中
学
、
同
四
十
二
年
か
ら
大

正
二
年
（
一
九
一
三
）
ま
で
福
井
中
学
で
教
鞭
を
執
り
、
さ
ら
に
同
二
年
か
ら

同
八
年
ま
で
千
葉
県
佐
倉
中
学
校
長
、
同
八
年
か
ら
山
口
県
岩
国
中
学
校
長
に
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転
じ
た
が
、
同
十
一
年
病
の
た
め
辞
任
し
、
以
後
は
東
京
の
立
教
中
学
の
監
事

を
務
め
た
。
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
三
月
没
。

　

と
こ
ろ
で
、
上
京
中
の
明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
九
月
、
滋
賀
は
郷
里

出
身
者
の
社
交
団
体
「
福
井
会
」（
現
、
東
京
福
井
県
人
会
）
の
監
事
で
、
同

年
十
月
に
組
織
化
さ
れ
た
「
景
岳
会
」
の
創
立
委
員
で
も
あ
っ
た
今
立
裕
を
訪

ね
た
こ
と
か
ら
、
景
岳
会
の
活
動
に
二
年
余
り
関
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ

は
、
小
塚
原
の
回
向
院
（
荒
川
区
南
千
住
）
で
斎
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
墓

前
祭
の
世
話
役
で
あ
る
。
当
時
、
景
岳
会
の
事
務
局
は
郷
里
出
身
学
生
を
支
援

す
る
育
英
団
体
「
輔
仁
会
」（
現
、
公
益
財
団
法
人　

輔
仁
会　

明
倫
学
舎
）

に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
輔
仁
会
で
の
準
備
会
合
等
に
参
加
す
る
中
で
、

多
く
の
知
己
を
得
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
同
三
十
七
年
に
は
、
東
京
を
離
れ
て

奈
良
県
へ
赴
任
し
た
の
で
、
墓
前
祭
に
直
接
関
わ
る
こ
と
は
無
く
な
っ
た
が
、

そ
の
後
も
景
岳
会
と
は
関
係
を
保
っ
た（

（（
（

。

　

景
岳
会
の
刊
行
物
（
④
⑤
⑥
）
を
見
て
い
く
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
序
文
や
例
言

な
ど
か
ら
滋
賀
が
編
纂
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

す
な
わ
ち
、『
景
岳
会
小
史
』（
⑥
）
は
、
同
会
の
評
議
員
で
元
福
井
市
長
の

永
井
環
が
編
纂
し
た
沿
革
史
で
あ
る
が
、
滋
賀
は
資
料
提
供
な
ど
で
協
力
し
て

い
る
。
ま
た
、『
橋
本
景
岳
全
集
』（
④
）
で
は
、
同
会
評
議
員
永
井
環
及
び
幹

事
芦
田
伊
人
と
共
に
編
纂
委
員
に
名
を
連
ね
て
い
る
。
さ
ら
に
『
景
岳
橋
本
左

内
遺
墨
帖
』（
⑤
）
で
は
、
編
輯
主
任
と
い
う
立
場
に
あ
っ
た
。
す
で
に
、
教

員
を
退
い
て
か
ら
は
、
東
京
府
北
豊
島
郡
長
崎
町
大
和
田
（
現
、
東
京
都
豊
島

区
）
に
家
族
と
共
に
移
り
住
ん
で
い
た
こ
と
も
あ
り（

（（
（

、
景
岳
会
の
刊
行
事
業
に

深
く
関
わ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
滋
賀
の
生
ま
れ
育
っ
た
環
境
や
大
学
で
の
学
び
、
景
岳
会
と

の
関
わ
り
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
書
籍
に
よ
る
生
誕
地
の
紹
介
も
可
能
で
あ
っ

た
と
言
え
よ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
滋
賀
に
よ
る
左
内
の
伝
記
①
③
に
は
、
滋
賀
自
身
が
父
親
か
ら

伝
え
聞
い
た
、
左
内
の
逸
話
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
橋
本
家
と
縁
故
が
深
く
、

左
内
と
同
年
の
者
に
よ
っ
て
語
ら
れ
た
逸
話
と
し
て
信
憑
性
も
高
く
、
生
誕
地

の
も
う
一
つ
の
記
憶
と
し
て
興
味
深
い
。
こ
こ
で
は
、『
偉
大
な
る
青
年　

橋

本
左
内
』（
①
）
の
「
三
、
幼
少
時
代
」
か
ら
三
つ
の
話
を
取
り
上
げ
る
（
ル

ビ
は
省
略
）。
一
つ
目
は
、
橋
本
家
の
向
か
い
に
住
ん
で
い
た
安
井
某
と
い
ふ

老
人
の
話
。

　
　

�

橋
本
の
直
ぐ
前
に
、
安
井
某
と
い
ふ
老
人
が
隠
居
し
て
居
た
の
で
す
が
、

老
人
の
事
で
朝
は
暗
い
内
か
ら
起
き
る
の
で
す
が
、
何
時
起
き
て
も
先
生

の
室
に
は
灯
火
が
と
も
つ
て
ゐ
る
の
で
、
橋
本
の
息
子
さ
ん
は
い
つ
寝
る

の
だ
ら
う
か
と
怪
し
ん
だ
さ
う
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
左
内
の
読
書
法
に
関
す
る
話
。

　
　

�

眼
光
紙
背
に
徹
す
る
の
意
気
を
以
て
精
読
し
、
会
心
の
場
所
が
あ
れ
ば
、

こ
れ
を
抄
録
し
、
も
し
感
動
し
た
文
句
が
あ
れ
ば
、
之
を
小
さ
い
紙
片
に

書
き
抜
い
て
、
机
と
い
は
ず
本
箱
と
い
は
ず
、
一
面
に
貼
付
し
て
、
自
分

の
規
箴
と
さ
れ
た
さ
う
で
す
。
で
、
先
生
の
部
屋
へ
は
い
る
と
色
々
の
札

が
ぺ
た
〳
〵
貼
つ
て
あ
つ
て
、
弘
法
太
師
の
霊
場
な
ど
に
参
詣
し
た
様
で

あ
つ
た
と
い
ふ
こ
と
で
す
。

　

三
つ
目
は
、
左
内
の
十
五
歳
時
の
話
。

　
　

�

先
生
が
十
五
歳
の
時
に
、
弟
の
縄
三
郎
（
綱
維
、
時
に
年
八
歳
）
を
連
れ
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六
十
八
巻
二
号

て
私
の
祖
父
の
所
へ
手
習
の
弟
子
入
に
頼
み
に
来
ら
れ
た
さ
う
で
す
。
其

の
時
の
応
接
振
が
如
何
に
も
行
き
届
い
て
居
て
、
迚
も
十
五
歳
の
少
年
と

は
思
は
れ
な
か
つ
た
の
で
、
そ
の
時
隣
室
に
襖
を
隔
て
ゝ
聞
い
て
ゐ
た
客

人
が
、
先
生
の
帰
ら
れ
た
後
で
、
今
来
た
お
婆
さ
ん
の
や
う
な
人
は
誰
で

し
た
か
と
尋
ね
て
舌
を
捲
い
た
と
い
ふ
事
で
あ
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
、
左
内
が
早
熟
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
、
人
々
の
素
直

な
驚
き
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
そ
し
て
、書
名
の
『
偉
大
な
る
青
年　

橋
本
左
内
』

か
ら
受
け
る
印
象
と
は
異
な
り
、
早
く
か
ら
地
道
な
努
力
を
重
ね
て
き
た
か
ら

こ
そ
頭
角
を
現
し
得
た
こ
と
に
納
得
さ
せ
ら
れ
る
。

　

本
書
は
、
青
少
年
向
け
に
執
筆
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
他
に
も
多
く
の
逸

話
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
左
内
と
い
う
人
物
に
親
し
み
を
持
ち
、
一
層
の
関
心

を
深
め
る
上
で
極
め
て
有
益
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
が
独
り
歩
き
し
て
左

内
の
人
物
像
を
歪
め
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
引
用
す
る
際
に
は
特
に
注
意
を
要

す
る
。
滋
賀
自
身
も
、『
景
岳　

橋
本
左
内
』（
③
）
を
執
筆
す
る
際
、「
逸
事

逸
話
な
ど
で
怪
し
い
と
思
ふ
も
の
は
一
切
除
き
去
つ
た
。」（
巻
頭
言
）
と
記
し

て
い
る
。

　
　
　

お 

わ 

り 

に

　

日
頃
、
当
た
り
前
の
よ
う
に
存
在
す
る
〝
生
誕
地
〟
も
、
実
は
様
々
な
記
憶

が
層
を
成
す
複
合
的
な
空
間
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
記
憶
を
創
出
し
後
世
に
伝
え

よ
う
と
し
た
人
々
の
確
か
な
存
在
が
あ
っ
た
。
推
論
を
重
ね
た
部
分
も
少
な
く

な
い
が
、
大
方
の
批
正
を
乞
う
次
第
で
あ
る
。

　

な
お
、
本
稿
で
は
左
内
の
顕
彰
団
体
で
あ
る
東
京
の
「
景
岳
会
」
や
、
地
元

福
井
の
「
藜
園
会
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
滋
賀
の
場
合
を
除
い
て
言
及
し

な
か
っ
た
。

　

戦
前
ま
で
に
限
れ
ば
、
生
誕
地
で
は
主
に
地
元
の
有
志
に
よ
っ
て
慰
霊
・
顕

彰
の
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
お
り
、「
景
岳
会
」「
藜
園
会
」
と
の
積
極
的
な
連

携
や
、
永
続
的
な
顕
彰
団
体
の
設
立
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　

恐
ら
く
、
慰
霊
・
顕
彰
の
対
象
で
あ
る
左
内
の
、
墓
石
を
有
す
る
葬
地
と
そ
れ

を
持
た
な
い
生
誕
地
と
の
違
い
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

謝
辞

　

本
稿
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
、
福
井
市
春
山
公
民
館
々
長
・
嶋
田
伸
行
氏
、

五
十
嵐
釣
有
氏
、
瑞
源
寺
住
職
・
花
房
禅
佑
氏
、
福
井
大
学
附
属
図
書
館
（
総

合
図
書
館
）、
福
井
県
文
書
館
、
福
井
県
立
図
書
館
、
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博

物
館
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
各
位
に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
場
を

お
借
り
し
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

註（
１
）『
福
井
県
の
地
名
』（
平
凡
社
、一
九
八
一
年
）。『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
18　

福
井
県
』

（
角
川
書
店
、
一
九
八
九
年
）。
な
お
、
本
稿
で
は
「
常
磐
」
と
「
常
盤
」
を
区
別
せ
ず
、

常
用
の
「
常
盤
」
に
統
一
し
た
。

（
２
）
註
（
１
）
に
同
じ
。〝
常
盤
町
〟
は
自
治
会
名
と
し
て
存
続
し
て
い
る
。

（
３
）『
わ
れ
ら
の
ほ
こ
り　

橋
本
左
内
先
生
』（
う
ら
が
ま
ち
づ
く
り
春
山
地
区
委
員
会
・

福
井
市
春
山
公
民
館
、
一
九
九
七
年
）。『
春
山
の
ほ
こ
り　

橋
本
左
内
先
生
』（
春
嶽
公
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と
左
内
先
生
の
春
山
づ
く
り
委
員
会
・
春
山
地
区
自
治
会
連
合
協
議
会
・
福
井
市
春
山

公
民
館
、
二
〇
一
二
年
）。
柳
沢
全
之
「
橋
本
左
内
先
生
と
生
誕
地
の
謎
解
き
」（
福
井

い
き
い
き
会
講
演
レ
ジ
ュ
メ
、
二
〇
一
七
年
十
一
月
）。

（
４
）『
春
山
百
年
史
』（
福
井
市
春
山
小
学
校
・
創
立
百
年
事
業
委
員
会
、
一
九
七
六
年
）。

（
５
）
五
十
嵐
均
平
自
筆
履
歴
書
。『
豊
葦
会
会
員
名
簿
』
第
九
号
（
豊
葦
会
〈
広
島
大
学

附
属
小
学
校
同
窓
会
〉、
一
九
八
八
年
度
版
）
の
口
絵
に
、
広
島
高
等
師
範
学
校
教
員
の

集
合
写
真
（
明
治
四
十
二
年
三
月
撮
影
）
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
五
十
嵐
の
在
籍
が
確

認
で
き
る
。
い
ず
れ
も
、
五
十
嵐
家
所
蔵
資
料
。

（
６
）『
福
井
県
史
年
表
』（
福
井
県
、
一
九
九
八
年
）。

（
７
）『
橋
本
左
内
全
集
』（
景
岳
会
、一
九
〇
八
年
）。
そ
の
後
、『
橋
本
景
岳
全
集
』
一
（
景

岳
会
、一
九
三
九
年
）で
は
、口
絵「
橋
本
家
邸
宅
平
面
図
と
常
磐
の
井
」の
説
明
文
に「
此

邸
宅
は
其
後
漸
次
に
建
て
増
し
た
も
の
ら
し
く
、
先
生
は
留
守
勝
で
あ
つ
た
か
ら
、
母

堂
が
す
べ
て
計
画
を
立
て
安
政
五
年
秋
冬
の
頃
完
成
し
た
の
で
あ
る
。」
と
し
、
同
じ
く

『
景
岳
橋
本
左
内
遺
墨
帖
』（
景
岳
会
、
一
九
四
三
年
）
で
も
、「
橋
本
家
の
宅
址
と
常
磐

の
井
」
の
説
明
文
に
「
留
守
を
預
る
健
気
な
母
堂
梅
尾
子
が
苦
心
し
て
再
建
し
た
の
が

図
に
示
す
通
り
で
あ
る
。
間
取
の
設
計
も
母
堂
の
考
案
に
よ
つ
た
が
、
大
体
は
旧
宅
に

型
ど
つ
た
も
の
ゝ
や
う
で
あ
る
」
と
し
て
、
類
焼
後
の
記
述
が
加
わ
る
。

（
８
）「
鯖
江
藩
日
記
」（
鯖
江
市
ま
な
べ
の
館
蔵
）
安
政
元
年
十
月
十
九
日
条
及
び
同
廿
六

日
条
。

（
９
）
橋
本
操
子
談
「（
１
）
若
旦
那
」（
山
田
秋
甫
編
『
橋
本
左
内
言
行
録
』
橋
本
左
内

言
行
録
刊
行
会
、
一
九
三
二
年
所
収
）。『
橋
本
綱
常
先
生
』（
日
本
赤
十
字
社
病
院
、

一
九
三
六
年
）。

（
10
）『
稿
本
福
井
市
史
』
下
巻
（
福
井
市
、
一
九
四
一
年
）。
本
書
の
第
五
篇
社
寺
―
二
寺

院
―
第
七
章
真
宗
「
恵
念
寺
」
は
、「
専
念
寺
」
の
誤
植
で
あ
る
（
目
次
は
正
し
い
）。

明
治
十
三
年
三
月
開
創
。『
福
井
市
寺
院
名
簿
』（
福
井
市
仏
教
会
、
一
九
六
八
年
）。

（
11
）『
橋
本
左
内
全
集
』（
景
岳
会
、
一
九
〇
八
年
）。

（
12
）「
橋
本
家
の
宅
址
と
常
磐
の
井
」（
景
岳
会
『
景
岳
橋
本
左
内
遺
墨
帖
』
所
収
、

一
九
四
三
年
）。

（
13
）『
福
井
市
史
』
通
史
編
３
近
現
代
（
福
井
市
、二
〇
〇
四
年
）。『
春
山
教
育
五
十
年
史
』

（
福
井
市
春
山
尋
常
小
学
校
、
一
九
二
六
年
）。

（
14
）
註
（
13
）
の
『
春
山
教
育
五
十
年
史
』
に
同
じ
。

（
15
）
註
（
４
）
に
同
じ
。

（
16
）
奥
野
信
太
郎
「
ひ
と
つ
の
図
面
」（『
中
庭
の
食
事
』
論
創
社
、
一
九
八
二
年
所
収
）。

な
お
、
原
図
の
所
在
が
明
ら
か
で
な
い
た
め
、
本
稿
で
は
図
１
を
『
景
岳
橋
本
左
内
遺

墨
帖
』（
景
岳
会
、一
九
四
三
年
）
よ
り
引
用
作
成
し
た
。
図
中
、玄
関
外
の
井
戸
（
井
印
）

に
注
記
さ
れ
た
「
常
盤
の
井
」
に
つ
い
て
は
、
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
十
一
月
に

命
名
さ
れ
た
も
の
で
、
旧
邸
図
作
成
当
初
の
書
き
入
れ
で
は
な
い
。
本
稿
「
三　

井
戸

の
修
復
と
保
存
」「
四　

書
籍
に
よ
る
生
誕
地
の
紹
介
」
参
照
。

（
17
）『
橋
本
綱
常
先
生
』（
日
本
赤
十
字
社
病
院
、
一
九
三
六
年
）。

（
18
）「
景
岳
会
の
組
織
と
藜
園
会
の
創
立
」（『
景
岳
会
小
史
』
景
岳
会
、
一
九
三
五
年
所

収
）
に
よ
れ
ば
、
明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
十
一
月
一
日
に
在
京
の
旧
藩
士
で
左
内

と
親
交
の
あ
っ
た
村
田
氏
壽
、
堤
正
誼
、
加
藤
斌
ら
が
湯
島
の
麟
祥
院
（
文
京
区
湯
島
）

で
紀
念
祭
を
挙
行
し
た
の
に
始
ま
る
。
同
十
八
年
十
一
月
に
旧
葬
地
小
塚
原
の
回
向
院

（
荒
川
区
南
千
住
）
に
「
景
岳
橋
本
君
碑
」
を
建
立
。
同
二
十
六
年
に
回
向
院
か
ら
福
井

の
橋
本
家
菩
提
寺
・
善
慶
寺
に
移
さ
れ
て
い
た
墓
石
（
藜
園
墓
）
が
再
び
回
向
院
に
戻
っ

て
か
ら
は
、
回
向
院
で
墓
前
祭
、
麟
祥
院
で
紀
念
祭
を
行
う
こ
と
が
恒
例
化
し
た
。
さ
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六
十
八
巻
二
号

ら
に
、
同
三
十
五
年
十
月
に
は
組
織
化
し
て
景
岳
会
と
称
し
、
大
々
的
に
慰
霊
顕
彰
事

業
を
展
開
し
た
。
ま
た
、
景
岳
会
の
発
足
と
同
時
に
福
井
で
は
、
予
め
景
岳
会
と
呼
応

連
絡
し
て
旧
藩
士
・
医
師
の
山
本
匡
輔
、
郷
土
史
家
福
田
源
三
郎
ら
が
「
藜
園
会
」
を

発
足
し
、
菩
提
寺
の
善
慶
寺
で
法
要
と
隣
接
す
る
妙
経
寺
で
遺
墨
陳
列
を
行
う
な
ど
活

動
を
展
開
し
た
。

（
19
）『
春
山
教
育
五
十
年
史
』（
福
井
市
春
山
尋
常
小
学
校
、
一
九
二
六
年
）。

（
20
）
註
（
16
）
に
同
じ
。

（
21
）
註
（
19
）
に
同
じ
。

（
22
）
福
井
新
聞　

昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
六
月
八
日
付
記
事
（
見
出
し
「
橋
本
景
岳
先

生
誕
生
百
年
祭
屋
敷
跡
専
念
寺
で
」）。

（
23
）『
福
井
空
襲
史
』（
福
井
空
襲
史
刊
行
会
、
一
九
七
八
年
）。

（
24
）『
福
井
烈
震
誌
』（
福
井
市
、
一
九
七
八
年
）。

（
25
）
凡
例
に
「
平
成
９
年
３
月
現
在
で
掲
載
」
と
あ
る
も
の
の
、
同
寺
に
関
し
て
は
記
述

内
容
が
更
新
さ
れ
て
い
な
い
。

（
26
）
井
戸
枠
に
も
上
端
な
ど
に
大
き
な
ひ
び
割
れ
が
見
ら
れ
、
鉄
製
の
か
す
が
い
が
打
た

れ
て
い
る
。

（
27
）『
福
井
県
医
学
史
』（
福
井
県
医
師
会
、
一
九
六
八
年
）
や
、
地
元
の
『
わ
れ
ら
の

ほ
こ
り　

橋
本
左
内
先
生
』（
う
ら
が
ま
ち
づ
く
り
春
山
地
区
委
員
会
・
福
井
市
春
山

公
民
館
、
一
九
九
七
年
）、
同
『
春
山
の
ほ
こ
り　

橋
本
左
内
先
生
』（
春
嶽
公
と
左
内

先
生
の
春
山
づ
く
り
委
員
会
・
春
山
地
区
自
治
会
連
合
協
議
会
・
福
井
市
春
山
公
民
館
、

二
〇
一
二
年
）
に
も
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

（
28
）『
橋
本
左
内
先
生
生
誕
百
年
記
念
展
覧
会
出
陳
目
録
』（
景
岳
会
、一
九
三
五
年
）。『
福

井
評
論
』
十
月
号　

十
周
年
記
念
（
福
井
評
論
社
、
一
九
三
五
年
）。

（
29
）
註
（
28
）
の
出
陳
目
録
。

（
30
）
以
下
、
滋
賀
貞
に
つ
い
て
は
『
東
京
在
住
新
福
井
県
人
録
』（
福
井
県
人
睦
会
、

一
九
二
八
年
）。
な
お
、
福
井
市
足
羽
五
丁
目
の
瑞
源
寺
に
墓
石
が
現
存
す
る
（
昭
和

二
十
五
年
に
東
京
か
ら
移
設
）。

（
31
）
註
（
２
）
に
同
じ
。〝
鍵
町
〟
は
自
治
会
名
と
し
て
存
続
し
て
い
る
。

（
32
）「
六　

忠
亮
明
正
云
々
の
書
」
解
説
（
景
岳
会
『
景
岳
橋
本
左
内
遺
墨
帖
』
所
収
、

一
九
四
三
年
）。『
若
越
墓
碑
め
ぐ
り
』（
若
越
掃
苔
会
、
一
九
三
二
年
）。
福
井
市
足
羽

五
丁
目
の
瑞
源
寺
に
墓
石
が
現
存
す
る
（
そ
の
一
角
に
滋
賀
家
の
墓
石
も
あ
る
）。

（
33
）「
幹
事
文
学
士
滋
賀
貞
氏
の
談
話
」（『
景
岳
会
小
史
』
景
岳
会
、
一
九
三
五
年
所
収
）。

（
34
）
註
（
30
）
に
同
じ
。
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